
希学園 第376回 公開テスト 小５ 算数 2023年９月10日実施 模範解答 制限時間40分
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希学園 第376回 公開テスト 小５ 算数 2023年９月10日実施 解説
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42×2.4－67.5÷15＝100.8－4.5＝96.3

15×{(11＋７×３)×４－23×４}÷５

＝15×(32×４－23×４)÷５＝15×36÷５＝108

243－{936÷(５＋ )－14×12÷８}×４＝39

{936÷(５＋ )－14×12÷８}×４＝243－39＝204

936÷(５＋ )－21＝204÷４＝51

936÷(５＋ )＝51＋21＝72

＝936÷72－５＝８

６×７×63＋29×２×63＝(42＋58)×63＝6300

53.4㎏＋2300ｇ－0.0045ｔ

＝53.4㎏＋2.3㎏－4.5㎏＝51.2㎏

3.4Ｌ－ ㎤＋50mL＝17.6dL

3400㎤－ ㎤＋50㎤＝1760㎤

＝3400㎤＋50㎤－1760㎤＝1690㎤

９時間÷４＝２時間余り１時間

(34＋60)分÷４＝23分余り２分

(44＋60×２)秒÷４＝41秒 よって，２時間23分41秒

□段目の個数は，□×２－１(個), 右端の数は，□×□とな

る。

６段目の個数は，６×２－１＝11(個)

６段目の右端は, ６×６＝36なので,

(７，５)＝36＋５＝41

９段目の右端は，９×９＝81なので，10段目の左端は82。

10段目の右端は，10×10＝100

また，10段目の個数は，10×２－１＝19(個)

よって和は，(82＋100)×19÷２＝1729

△枚使ったとすると，

10＋７×(△－１)＝59 → △＝８(枚)

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ

長さは，10＋11＋９＋11＋９＋…となる。

101＝10＋(11＋９)×４＋11より，Ａは，１＋４＝５(枚)

Ａ 10，９，９，９，…９

Ｂ 12，11，11，11，…11

差 ２，２，２，２，…２ → 32㎝

よって，32÷２＝16(枚)

ＧＤ＝□(㎝)とすると，

□×(□÷２)÷２＝９ → □＝６(㎝)

ＥＤ＝ＥＧ＋ＧＤ＝３＋６＝９(㎝)

よって，９×９÷２－９＝31.5(㎠)

－ ＝７㎠より，( ＋ )－( ＋ )＝７㎠

10×５÷２＝25(㎠)… ＋ 25＋７＝32(㎠)… ＋

ＢＥ＝△(㎝)とすると，△×△÷２＝32 → △＝８(㎝)

が の４倍なので，右の図の

ようになる。 は の２倍なの

で， ＝５×２＝10(㎠)

＝10×４＝40(㎠)

＝ ＋ より，

＝40－５＝35(㎠)

３×２＝６(点)

ルール１で考えられる点数は，３，４，５，６点。

ルール２で考えられる点数は，２，４，６，８，10，12点。

ルール３で考えられる点数は，３，６，９，12，15，18点。

よって，２,３,４,５,６,８,９,10,12,15,18点の11通り。

６点となるのは，(６,□,△)，(３,３,□)，(２,２,２)

のとき。

(６,□,△)…□，△は１,２,３,４,５から２つ選べばよい

ので，(□,△)＝(１,２),(１,３),(１,４),(１,５),

(２,３),(２,４),(２,５),(３,４),(３,５),(４,５)の10通

り。

(３,３,□)…□は１,２,４,５,６から１つ選べばよいので，

５通り。

(２,２,２)…１通り。

よって全部で，10＋５＋１＝16(通り)

56＋10＝66(枚)…Ｂのはじめ

よって，44枚。

， はともに の半分と の半分の和なので同じ。

は の半分と の半分の和なので， , と同じ。

は の半分と の半分の和， は の半分と の半分

の和で, と が同じなので と は同じ。よって，下

の図のようになる。

＝④(枚)とすると， ＝④＋10(枚)となり，

＝④÷２＝②(枚)

１
＝④＋10＋④×―＝⑤＋10(枚)

４

＋ ＝⑦＋10＝26＋26＝52 → ①＝６(枚)

よって， ＝24(枚)， ＝34(枚)，

＝30×２＋26－24－34＝28(枚)

はじめのＡの枚数を 枚とおくと，はじめのＢの枚数は

( ＋10)枚となり，その後は下の図のようになる。

＋５＝ ＋10－10より， ＝５(枚)

はじめのＢの枚数は，５×８＋10＝50(枚)

(配点) 各４点×25
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